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昭
和
四
十
七
年
度
の
健
康
優

良
児
の
表
彰
式
が
、
十
一
月
二

十
五
日
市
役
所
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。こ
の
日
晴
れ
の
表
彰
を
受
け

た
の
は
、
昭
和
四
十
六
年
六
月

一
日
か
ら
四
十
七
年
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
四
百
八

十
一
人
の
う
ち
、
矛
一
次
稀
査

で
選
ば
れ
た
男
子
女
子
各
十
一

人
の
計
二
十
二
人
で
す
。

○
番
牙
は
写
真
番
号
、
（
）

は
保
護
者
名
で
す
。

男
子
健
康
優
良
児

①
渡
辺
博
克
（
博
道
）
安
良
川

②
和
田
真
吾
（
好
平
）
〃

③
武
藤
康
男
（
守
男
）
本
町

④
斉
藤
学
（
渭
之
助
）
秋
山

⑤
小
林
浩
明
（
文
雄
）
東
本
町

⑥
鈴
木
律
（
一
郎
）
安
良
川

⑦
広
木
至
美
（
茂
美
）
〃

⑧
宇
佐
美
純
（
穂
）
駒
木
原

⑨
佐
夜
木
稔
（
幸
夫
）
島
名

⑩
鈴
木
秀
幸
（
勝
雄
）
高
浜
町

女
子
健
康
優
良
児

⑪
宇
佐
美
佳
代
子
（
亨
）
安
良
川

⑫
藤
田
綾
子
（
光
男
）
駒
木
原

⑬
竹
田
哉
恵
（
勝
行
）
高
浜
町

⑭
大
和
田
真
希
子
宣
明
安
良
川

⑮
小
山
明
子
（
忠
雄
）
上
手
綱

⑯
松
崎
奈
美
子
（
一
好
）
〃

⑰
斉
藤
知
子
（
茂
）
駒
木
原

⑱
菅
野
明
美
（
悦
雄
）
安
良
川

⑲
平
川
文
子
（
打
男
）
有
明
町

⑳
木
村
幸
子
（
武
雄
）
高
浜
町

努
力
賞

⑳
舟
生
康
聖
（
康
太
郎
）
上
手
綱

⑫
黒
沢
陽
子
（
勉
）
大
和
町
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昭
和
二
十
九
年
高
砂
納
税
組

合
・
を
結
成
し
、
組
合
長
と
し
て

十
八
年
間
そ
の
運
営
と
指
導
に

努
力
さ
れ
、
市
の
自
治
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
己
之
太
郎
さ
ん
（
布
）

下
手
綱
農
業

市
民
表
彰

十
津
川
辰
三
郎
さ
ん
（
ね
）

春
日
町
酒
類
販
売
業

写
真
Ⅱ
前
列
左
か
ら
根
本
、
高

久
、
斉
藤
、
櫛
田
、
今
川
、
鈴

木
市
長
、
大
和
田
議
長
、
沼
田

（
敏
）
、
原
口
、
板
垣
、
箕
輪

後
列
左
か
ら
、
村
田
収
入
役
、

下
山
田
助
役
、
棚
谷
副
議
長
の

み
な
さ
ん 勤

労
感
謝
の
日
の
十
一
月
二
十
三
日
、
才
二
一

回
市
民
表
彰
式
が
市
役
所
市
長
室
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
各
一

分
野
で
活
躍
さ
れ
た
人
点
を
表
彰
す
る
も
の
で

こ
と
し
は
表
彰
六
人
、
ほ
う
賞
六
人
一
団
体
に

賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま

し
た
。 こ

と
し
は
旧
人
ｌ
団
体

昭
和
九
年
か
ら
三
十
八
年
間

民
生
委
員
と
し
て
、
下
手
綱
担

当
区
内
の
被
保
護
世
帯
、
要
保

護
世
帯
の
更
生
に
努
力
さ
れ
ま

し
た
。今

川
孝
夫
さ
ん
（
沼
）

高
萩
農
業

昭
和
二
十
四
年
か
ら
現
在
の

農
業
共
済
組
合
損
害
評
価
会
委

員
と
し
て
二
十
四
年
間
、
そ
の

補
償
の
適
正
化
に
努
力
さ
れ
ま

し
た
。櫛

田
ト
ミ
さ
ん
（
祠
）

安
良
川
無
職

大
正
十
三
年
に
松
原
裁
縫
女

学
校
を
創
立
し
、
昭
和
四
十
年

学
校
を
廃
止
す
る
ま
で
四
十
八

年
間
、
女
子
の
教
育
に
努
め
五

千
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま

し
た
。沼

田
敏
治
さ
ん
（
犯
）

秋
山
股
業

大
正
八
年
に
教
育
界
に
入
り

昭
和
二
十
年
ま
で
児
童
生
徒
の

教
育
に
努
め
ら
れ
、
市
教
育
委

員
会
創
立
で
初
代
教
育
長
と
な

昭
和
三
年
に
内
田
医
院
を
開

設
し
て
か
ら
四
十
四
年
、
産
婦

人
科
、
内
科
の
名
医
と
し
て
保

健
衛
生
、
予
防
衛
生
に
尽
力
さ

れ
、
現
在
も
元
気
に
活
蹴
さ
れ

て
い
ま
す
。

若
栗
郵
便
局
に
四
十
三
年
間

勤
務
し
、
そ
の
か
た
わ
ら
市
消

防
団
に
三
十
二
年
、
そ
の
間
副

団
長
と
し
て
七
年
勤
続
し
て
消

防
業
務
に
献
身
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
恒
好
さ
ん
（
舵
）

下
手
綱
農
業

昭
和
四
十
一
年
に
肥
育
牛
部

を
設
立
、
以
来
部
長
と
し
て
そ

の
育
成
強
化
に
努
め
視
模
も
拡

大
し
、
畜
産
業
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

り
、
そ
の
基
礎
が
た
あ
を
す
る

な
ど
教
育
行
政
振
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

ほ
う
賞

沼
田
勝
美
さ
ん
（
師
）

若
栗
農
業

内
田
金
蔵
さ
ん
（
、
）

大
和
町
医
師

…

高
久
亀
次
さ
ん
（
釦
）

上
手
綱
県
土
木
工
手

昭
和
二
年
か
ら
県
土
木
工
手

と
し
て
四
十
五
年
間
、
そ
の
職

務
に
励
糸
市
内
県
道
の
維
持
補

修
に
努
め
、
公
共
の
福
祉
に
力

を
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

箕
輪
梅
子
さ
ん
（
弱
）

大
和
町
技
芸
学
院
経
営

昭
和
一
酌
千
二
年
現
在
の
み
の

わ
技
芸
学
院
を
設
立
し
て
、
和

洋
裁
、
料
理
科
な
ど
女
子
数
育

に
努
め
二
十
五
年
、
二
千
人
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す

根
本
昇
さ
ん
（
“
）

島
名
酒
類
販
売
業

市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
副

会
長
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全

育
成
、
ま
た
相
談
員
と
し
て
街

頭
補
導
、
相
談
活
動
に
当
り
非

行
少
年
の
更
生
に
も
尽
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

板
垣
正
義
さ
ん
（
幻
）

上
手
綱
日
立
化
成
勤
務

青
森
東
京
駅
伝
に
三
回
出
場

ま
た
日
立
東
海
駅
伝
、
筑
波
土

浦
駅
伝
青
年
の
部
に
出
場
し
高

萩
市
優
勝
の
大
き
な
原
動
力
と

な
り
ま
し
た
。
市
駅
伝
大
会
に

は
毎
回
出
場
し
、
他
の
選
手
の

模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

代
表
原
口
良
英
さ
ん

つ
ね
に
公
共
の
福
祉
の
た
め

活
躍
さ
れ
、
公
民
館
に
図
書
を

ま
た
駅
東
広
場
に
公
園
を
造
成

す
る
な
ど
、
そ
の
行
為
は
市
民

か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
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’

り
ま
す
し
、
ま
た
納
め
た
期
間
隷
帳
酎
諦
蓉
祉
や
毒
障
、
（
塞
隷
沁
語
岬
正
月
行
事
を
告
に
て
く
１
人
当
こ
＃
禧
素
辰
方

赤
浜
遺
跡
調
査
ら
北
茨
城
有
放
交
換
台
を
呼
び

が
足
り
な
い
た
め
年
金
額
が
受

報
告
書
が
発
刊
効
果
を
高
め
る
一
方
法
と
し
て
放
映
し
ま
す
接
続
し
ま
す
。

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
高
萩
市
の
歴
史
を
知
る
う
貴
ダ
ン
ス
部
を
設
け
、
正
し
い
マ
放
映
の
日
時
は
、
一
月
十
八
な
お
、
料
金
を
知
り
た
い
と

い
よ
う
、
納
め
忘
れ
た
保
険
料
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
次
の
よ
ナ
ー
に
よ
る
踊
り
方
を
指
導
し
日
（
木
）
午
後
一
時
二
十
分
か
き
は
一
○
○
番
へ
お
申
し
込
み

は
時
効
に
な
ら
な
い
う
ち
に
紬
う
な
本
が
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
て
い
ま
す
。
年
令
、
性
別
を
問
ら
の
番
組
「
町
か
ら
村
か
ら
」
く
だ
さ
い
。

め
ま
し
よ
う
。
今
な
ら
、
四
十
ぜ
ひ
購
入
し
て
お
読
み
く
だ
さ
わ
ず
入
会
を
歓
迎
し
ま
す
。
で
す
。
内
容
は
、
山
入
り
（
お
○
若
栗
か
ら
は
今
ま
ま
で
ど
お

五
年
十
一
月
分
ま
で
さ
か
の
ぽ
い
。
ご
希
望
の
方
は
市
教
育
委
開
講
日
毎
週
木
曜
日
午
後
七
象
さ
ぎ
）
、
営
林
署
の
伐
採
搬
り
高
萩
局
を
呼
び
「
北
茨
城
有

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
員
会
社
会
教
育
課
へ
ど
う
ぞ
。
時
か
ら
九
時
ま
で
出
、
と
り
お
い
（
ど
ん
ど
焼
）
放
」
と
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
未
納
分
の
整
○
赤
浜
遺
跡
発
堀
調
査
報
告
書
会
場
中
央
公
民
館
の
実
況
を
紹
介
し
ま
す
。
（
高
萩
電
報
電
話
局
）

昌
了
可
咋
欠
二
『
Ｊ
戸
、
〆
１
７
》
７
戸
、
竺
鞘
》
・
“
く
脂
」
牙
コ
ロ
Ｊ

．

．

．

ピ

コ

零

Ｊ

〆

、

少

、

老
後
の
た
め
に
Ｂ
５
版
一
四
二
ペ
ー
ジ
飲
酒
し
た
人
、
下
駄
ぱ
き
の
人
北
茨

○
赤
浜
古
噴
群
発
堀
調
査
概
要
の
参
加
を
認
め
ま
せ
ん
。
通

年
金
未
納
な
い
よ
う
に
“
§
繊
璽
四
千
§
出
嘘
指
導
劃
…
で
薑
塁
北
菱
域

価
格
一
組
一
千
五
百
円
が
あ
れ
ば
出
張
す
る
こ
と
が
で
と
の
接
続

国
民
年
金
加
入
者
の
み
な
さ
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。
発
売
部
数
三
百
部
き
ま
す
。
月
二
十
日

ん
、
今
年
分
の
保
険
料
、
最
近
納
め
る
場
合
は
市
年
金
係
へ
○
高
萩
市
史
（
昭
和
“
年
発
刊
）
責
任
者
樋
渡
喜
一
さ
ん
扱
い
を
開

二
年
間
の
保
険
料
で
納
め
忘
れ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
に
価
格
上
下
巻
三
千
円
指
導
者
須
田
勝
好
さ
ん
ほ
か
知
ら
せ
し

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
備
え
つ
け
の
納
付
書
で
、
銀
行
部
数
三
百
部
ク
ラ
”
フ
員
電
話
の

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
二
か
郵
便
局
に
払
い
込
む
こ
と
に

問
い
合
せ
は
須
田
勝
好
さ
ん
○
高
萩
か

年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
な
り
納
な
り
ま
す
。
ダ
ン
ス
教
室
へ
ど
う
ぞ
（
電
話
五
五
一
○
番
）
へ
ど
に
電
話
を

め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
く
な
ま
た
、
自
分
の
納
付
状
況
が
う
ぞ
。
二
九
三
九

（
社
交
・
ホ
ー
ク
ダ
ン
ス
）
す
と
、
高

り
ま
す
。
納
め
た
年
数
が
少
な
わ
か
ら
な
い
人
な
ど
は
、
市
年

総
合
文
化
活
動
を
目
的
と
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
ま
す
か
ら

い
と
受
け
る
年
金
額
が
低
く
な
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｂ
５
版
一
四
二
。
ヘ
ー
ジ
飲
酒
し
た
人
、
下
駄
ぱ
き
の
人

北
茨
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名誉賞に輝く高萩牛
関東肉牛共進会

第14回関東肉牛共進会は、 12月2日から3日間高萩

家畜市場で盛大に開かれました。

高萩からは四頭出品されそれぞれ入賞しましたが

去勢牛の部で、小堀捨吉さん（島名）の和牛鈴文号

＝写真＝が名誉賞（農林大臣賞）を獲得しました。

城
有
放
と

○
赤
浜
古
噴
群
発
堀
調
査
概
要
の
参
加
を
認
め
ま
せ
ん
。
通
話
が
で
き
ま
す

Ｂ
５
版
四
四
ペ
ー
ジ
出
張
指
導
、
団
体
の
名
で
要
望
北
茨
城
有
線
放
送
と
公
社
線

価
格
一
組
一
千
五
百
円
が
あ
れ
ば
出
張
す
る
こ
と
が
で
と
の
接
続
が
実
施
さ
れ
、
十
一

発
売
部
数
三
百
部
き
ま
す
。
月
二
十
日
か
ら
通
話
接
続
の
取

○
高
萩
市
史
（
昭
和
“
年
発
刊
）
責
任
者
樋
渡
喜
一
さ
ん

扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
お

価
格
上
下
巻
三
千
円
指
導
者
須
田
勝
好
さ
ん
ほ
か
知
ら
せ
し
ま
す
。

部
数
三
百
部
ク
ラ
ブ
員
電
話
の
か
け
か
た

問
い
合
せ
は
須
田
勝
好
さ
ん
○
高
萩
か
ら
北
茨
城
有
線
放
送

ダ
ン
ス
教
室
へ
ど
う
ぞ
（
電
話
五
五
一
○
番
）
へ
ど
に
電
話
を
か
け
る
と
き
は
、
○

う
ぞ
。
二
九
三
九
九
と
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま

（
社
交
・
ホ
ー
ク
ダ
ン
ス
）
す
と
、
高
萩
局
の
交
換
台
が
で

総
合
文
化
活
動
を
目
的
と
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
ま
す
か
ら
「
北
茨
城
有
放
」
と

た
高
萩
市
文
化
ク
ラ
ブ
（
会
優
上
君
田
Ｅ
可
一
丁
昌
子
一

告
げ
て
く
だ
さ
い
。
高
萩
局
か

地図とニラメツコ

ポイントさがし

第1回市民OL大会

11月23日に大心苑で初の市民オリエンテーリング

大会が開催されました。

当日は、 300人の市民が参加して、経験者は8k"こど

もは6伽家族づれは4肺のコースを、地図と磁石をた

よりに、田や林のポイントを探しながら歩き、楽し

い一日をすごしました。

諏
需
健
耀
鯉
縄

詞
錨
鍼
罰
》
い
霜
が
お
り
ま
す
。

毒
妙
暖
報
繍
畷

溌
蕊
蕊

う
お
す
み
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

う
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
の
が
台

所
や
プ
ロ
場
の
防
寒
対
策
で
す

主
婦
が
台
所
で
立
っ
て
働
く

時
間
は
バ
カ
に
で
き
ま
せ
ん
。

一
度
に
二
時
間
も
三
時
間
も
い

る
わ
け
で
な
い
に
し
て
も
、
一

日
延
べ
時
間
に
す
れ
ば
相
当
な

長
さ
に
な
り
ま
す
。
台
所
は
主

婦
の
城
、
家
庭
の
栄
養
源
を
作

り
出
す
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
上

ぶ
た
の
ス
キ
間
な
ど
、
暖
か
さ

を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
工
夫
し

て
ゑ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
に
ど
こ
の
ご
家
庭
で
も

北
側
に
多
い
プ
ロ
場
の
窓
に
は

ビ
’
－
１
ル
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
つ

け
る
と
暖
か
さ
は
ぐ
っ
と
ち
が

い
ま
す
。

年
末
年
始
は
ど
う
し
て
も
お

酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
る
よ

う
で
す
が
「
酒
を
飲
ん
だ
ら
運

蛎
し
な
い
、
運
転
者
に
は
酒
を

進
め
な
い
、
運
転
す
る
と
き
は

酒
を
飲
ま
な
い
」
よ
う
家
族
み

ん
な
で
注
意
し
て
、
交
通
事
故

に
合
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

来
年
一
月
十
日
ま
で
年
末
年

始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

砿
あ
せ
ら
ず
に
心
と
距
離
に

ゆ
と
り
持
て
螺
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成
人
の
日
の
一
月
十
五
日
、

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
市
中
央

公
民
館
で
市
主
催
に
よ
る
成
人

式
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
新
し
く
成
人
さ
れ
た

人
を
招
待
し
て
、
社
会
人
と
し

て
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
福
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

該
当
者
は
昭
和
二
十
七
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
八
年
四

月
一
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た
人

で
す
。
市
内
に
住
ん
で
い
る
該

当
者
に
は
、
年
賀
は
が
き
で
招

待
状
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
も

し
招
待
状
が
届
か
な
か
っ
た
人

ま
た
、
高
萩
市
出
身
で
、
当
日

帰
省
さ
れ
る
人
で
も
出
席
で
き

ま
す
か
ら
市
教
育
委
員
会
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
当
日

！；
い
つ
も
、
農
村
青
年
の
結
婚

式
に
招
か
れ
て
、
仲
間
た
ち
の

祝
福
を
受
け
て
い
る
し
あ
わ
せ

そ
う
な
姿
を
見
る
た
び
ご
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
慨
が
去
来
し
ま

す
。
つ
い
先
日
も
、
最
近
外
国
視

察
か
ら
帰
国
し
て
〈
ウ
ス
園
芸

と
と
り
組
ん
で
い
る
青
年
が
、

よ
き
理
解
者
と
し
て
交
際
の
あ

っ
た
娘
さ
ん
と
晴
れ
て
結
ば
れ

｜
’

| ’ 成
人
式
に
参
加
し
よ
う

’彫
:._1．－．

I|漣I
直
接
会
場
へ
お
い
で
に
な
っ
て

も
け
つ
こ
う
で
す
。
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。市
長
・
議
長
と
座
談
会
一

新
成
人
、
人
を
募
集

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
高
萩

は
、
新
し
い
年
一
九
七
三
年
を

迎
え
ま
た
一
段
と
大
き
く
発
展

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
来
春
成
人
に
な
ら
れ

る
人
た
ち
に
登
場
し
て
い
た
だ

き
、
市
長
、
議
長
を
囲
朶
こ
れ

か
ら
の
市
政
に
対
す
る
期
待
な

ど
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

日
時
は
一
月
十
五
日
午
後
一

時
か
ら
行
な
い
ま
す
。
登
場
し

て
い
た
だ
く
人
は
十
人
で
す
が

新
し
い
人
生
に
巣
立
っ
て
ゆ
く

姿
に
感
動
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で

し
た
。今
の
農
業
は
、
経
済
成
長
と

社
会
構
造
の
変
化
の
か
げ
に
か

く
れ
て
、
き
わ
め
て
き
び
し
い

立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
類
生
存
の
た
め
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
民
族

の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
農
村
は
、

だ
れ
か
が
守
ら
な
く
て
は
な
ら

泌
姉
丈
通
覧
、 ；

| I
(）

希
望
者
は
、
一
月
十
二
日
ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業

を
は
が
き
、
ま
た
は
電
話
で
市

役
所
市
民
相
談
室
（
二
二
五
○

内
線
一
九
番
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
希
望
者
多
数
の
と

き
は
、
こ
ち
ら
で
選
は
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
か
ら
ご
了
承
願
い

ま
す
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ボ
ｉ
シ

教
室
の
開
設

市
民
の
体
力
つ
く
り
と
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
た
め
、
教
室
を
開

設
し
ま
す
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
受
講
の
申
し
込
桑
受
付
は

一
月
五
日
か
ら
行
な
い
ま
す
。

定
員
に
な
っ
た
ら
締
め
切
り
ま

す
。
申
し
込
み
問
い
合
せ
は
、

教
育
委
員
会
（
二
二
五
○
内
線

二
番
）
へ
ど
う
ぞ
。

○
ス
ケ
ー
ト
教
室

期
日
１
月
別
日
・
”
日
（
土
）

ぬ
か
け
が
え
の
な
い
も
の
な
の

で
す
。こ
の
き
び
し
い
な
が
ら
尊
い

使
命
の
道
を
選
ぶ
こ
と
を
自
か

ら
の
生
き
が
い
と
し
、
仲
間
た

ち
と
は
げ
ま
し
合
い
な
が
ら
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
る
若
者
と

お
そ
ら
く
は
そ
の
真
実
味
と
男

ら
し
さ
に
心
ひ
か
れ
た
で
あ
ろ

う
聡
明
そ
う
な
娘
さ
ん
の
こ
の

日
の
姿
は
、
何
に
も
ま
し
て
美

し
く
見
え
た
の
で
す
。
と
も
す

れ
ば
安
易
な
道
を
進
み
が
ち
な

現
代
の
若
者
の
風
潮
の
中
に
あ

っ
て
、
苦
難
の
道
と
知
り
つ
つ

敢
然
と
し
て
手
を
た
ず
さ
え
て 口 場

所
十
王
ス
ケ
ー
ト
場

負
担
金
二
百
五
十
円

寳
槍
．
小
学
五
年
生
以
上
の
一

般
・
勤
労
青
少
年

募
集
人
員
八
十
人

○
ス
キ
ー
教
室

期
日
２
月
４
．
５
．
６
日

場
所
猪
苗
代
ス
キ
ー
場

負
担
金
六
千
円

資
格
一
般
・
勤
労
青
少
年

募
集
人
員
五
十
人

補
助
教
員
の
募
集

跡
産
休
、
病
休
、
国
内
外
留
学

者
の
代
替
補
助
教
員
を
募
集
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
登
録
を
し
て

お
き
、
必
要
に
応
じ
て
期
間
付

の
講
師
に
採
用
す
る
も
の
で

す
。資
格
幼
・
小
・
中
学
校
教
員
免

許
取
得
者

提
出
書
類
①
履
歴
書
②
免
許

進
む
二
人
の
姿
に
、
無
限
の
た

の
も
し
さ
を
感
ず
る
と
と
も
に

行
く
手
に
栄
光
あ
れ
と
祈
ら
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

市
の
行
政
の
中
で
も
い
ち
ば

ん
む
ず
か
し
さ
を
感
ず
る
農
村

対
策
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

若
者
た
ち
の
意
慾
が
あ
っ
て
こ

そ
は
じ
め
て
前
進
が
可
能
と
な

る
こ
と
を
思
う
と
と
も
に
、
こ

こ
に
ま
た
新
し
く
生
ま
れ
た
農

村
の
家
庭
の
未
来
に
希
望
を
与

え
る
責
任
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
つ
つ
、
す
す
め
ら
れ

る
ま
ま
祝
福
の
杯
を
重
ね
た
の

で
し
た
。

；

状
の
写
し

提
出
先
市
役
所
内
市
教
育
委

員
会
学
務
課

料
理
教
室
へ
と
う
そ

日
時
一
月
二
十
五
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

内
容
季
節
の
料
理

講
師
渡
辺
凱
代
先
生

定
員
二
十
四
人
（
先
着
順
）

会
費
三
百
円

締
め
切
り
一
月
二
十
三
日

市
中
央
公
民
館
へ
会
費
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
一
般
市
民
相
談

毎
日
市
民
相
談
室

市
政
に
対
す
る
苦
情
・
要
望

意
見
・
そ
の
他

○
行
政
相
談

１
月
ｎ
日
（
木
）
午
後
１
時

か
ら
３
時
市
民
州
談
室

国
や
雌
、
市
に
対
す
る
苦
帖

○
交
通
事
故
相
談

１
月
ｗ
日
（
水
）
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
中
央
公
民
館

交
通
事
故
専
門
の
相
談

○
心
配
ご
と
相
談

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
研
修
会
館

家
庭
内
の
心
配
ご
と
全
般
・

老
人
問
題

○
家
庭
児
童
相
談

毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
研
修
会
伽

児
童
の
心
配
ご
と
全
般
・
老

人
問
題

○
厚
生
年
金
相
談
所

１
月
Ⅳ
日
（
水
）
午
前
加
時

か
ら
午
後
２
時
市
商
工
会
節

厚
生
年
金
に
関
す
る
相
談

相
談
日
あ
紀
恋
い

燃
え
な
い
‐
Ｊ

Ｆ
ｌ
ゴ
ミ
の
収
集
日

一
・
二
月
の
燃
え
な
い
↑
コ
ミ

や
粗
大
？
コ
ミ
の
収
集
を
次
の
日

割
り
で
行
な
い
ま
す
。

・
コ
ミ
は
必
ず
収
集
日
の
朝
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
出
す
と
き

は
グ
ン
ポ
ー
‐
ル
箱
な
ど
に
つ
め

て
く
だ
さ
い
。

▽
高
浜
町
、
東
本
町

１
月
９
。
”
日
２
月
６
．
加
日

▽
有
明
町
、
肥
前
町

１
月
８
．
型
日
２
月
７
・
副
日

▽
安
良
川

１
月
ｍ
・
弱
日
２
月
８
．
理
日

▽
本
町
、
春
日
町
、
大
和
町

１
月
ｎ
．
沁
日
２
月
９
．
羽
日

▽
駒
木
原
、
高
萩
炭
砿
、
石
滝

高
戸
、
行
人
塚
、
石
河
原

１
月
咽
・
”
日
２
月
ｍ
・
型
日

▽
上
手
綱
、
下
手
綱
、
赤
浜

１
月
狸
・
釧
日
２
月
狸
・
詔
日

▽
秋
山
、
島
名
、
北
方

１
月
Ⅳ
日
２
月
１
・
皿
日

▽
大
能
、
中
戸
川
、
福
平
、
若

栗
１
月
４
．
四
日
２
月
２
・
西
日

▽
上
君
田
、
下
君
田
、
横
川

１
月
５
．
即
日
２
月
３
．
Ⅳ
日

叶
庁
岬

朏
数
在
人
人
人
圭
Ｔ
川

岬
埠
哩
恥
可
郵
蝿
州

３
１
１
８
“

。
ｎ
ザ
Ｉ

、
ソ
〃
生
巨
Ｊ
。
・
Ⅱ

刑
と
月
２
１
１
７
Ｊ

岬
口
廻

酬
秘
怖
年
男
女
帯
１世畑
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